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テストで自分を磨く
～人と比べるのではなく、今の自分を磨き、成長させる～

後期後半が始まって１週間が経ちました。生活のリズムは整ってきたでしょうか？
「eライブラリ」による家庭学習に積極的に取り組んでいますか？

さて、２月には「学力診断テスト ２／２(金)」と「期末考査 ２／８(木)・９(金)」
が行われます。ですから、みなさんは「期末考査」の勉強と「学力診断テスト」の勉
強を同時に行っていかなければなりません。
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「学力診断テスト」の出題範囲は、これまでの学習内容が範囲なのでものすごく広いです。あ
．．．．．

まりに範囲が広すぎて勉強のやり方がわからず、「実力を試すのだから、わざわざ勉強する必要
はないんじゃない？」なんて、言い訳や勘違いをしている人はいませんか？せっかく「テスト」があ
るのですから、何もしないのはあまりにもモッタイナイ。しかも、「高校入試」の出題範囲はさらに
広い…。計画的に勉強していかなければ、３年間の復習という「大きな仕事」はできません。

では、「学力診断テスト」に向けてどのように勉強すればよいのでしょうか？範囲が広い場合の
テスト勉強は「過去問」が頼りになります。本日、「過去問」が配られました。実際にやってみると、
解けない（わからない）問題が出てきます。多くのことを「忘れている」ことにも気づくはずです。
そんな場合は、家できちんと復習するのです。復習によりその「忘れている」は、無事に「復活」し
ます。本当は「わからない」のではなく「忘れている」だけなのです。
「学力診断テスト」とは「今のみなさんの頭の中にある知識の実力」を試すテストではありませ

ん。「学力診断テスト」とは「忘れているコト」を「復活」させる。そして、「広範囲なテスト範囲をい
かにして勉強するか」その段取りの良さを試すテストであると心得てください。言ってみれば、「み
なさんの勉強法」が試されるのです。

ほとんどの人が「同じ勉強をするなら効率よく勉強したい」と思っているでしょう。では、「効率
のよい勉強」ってどんな勉強だと考えますか。その答えの中で多いのは「短時間（期間）で成績
の上がる勉強」なのですが、「効率のよい勉強」とは本当はそうではありません。

実は、「勉強の効率」とは、勉強するときの気持ちの持ち方にあります。どんなことでもそうです
が、後ろ向きな気持ちで行動しても、決して力にはなりません。
常に前向きな気持ちで取り組むこと、楽しく勉強に取り組むこと。これに勝る効率はありません。
何かを成し遂げるためには、たくさん、一生懸命に努力をする必要があります。その努力を楽しめ
るかどうかは、みなさんの気持ちの持ち方で決まります。中途半端にやっている人のところには勉
強の面白さ・楽しさはやってきません。真剣に取り組んでいる人の心の中に、勉強の面白さ、楽し
さが生まれてくるのです。
さあ、前向きな気持ちで、テスト勉強を力一杯楽しもう！！

復習方法

①正解・解説や教科書を見て、解き方を調べる。

②わかったら、正解を見ずに、実際に解いてみる。

③解ければＯＫ、解けなければ再度、正解を見る。

④「わからない」場合は、友達や先生へ質問する。

今までに受けた「定期考査」や

「夏課題テスト」、「冬課題テス

ト」の問題を解き直したり、苦手な

内容のワークをもう一度することも

オススメです。

国語：●説明的文章 ●文学的文章 ●古典 ※漢字、語句、文法を含む

数学：●正の数・負の数 ●文字式 ●方程式 ●比例・反比例

●平面図形

社会：●世界の諸地域【アジア州～北アメリカ州】（教科書 47～107ページ）
●人類の出現～奈良時代（教科書～47ページ）

理科：●いろいろな生物とその共通点（全範囲）

●身の回りの物質（全範囲）

●物理：身近な物理現象（教科書136～159ページ・凸レンズのはたらきまで）
英語：●教科書 ～９４ページまで ※リスニングテスト実施


